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令和５年２月
福田地域の皆さんへ 福田自治振興会 会長 森田 和夫
本来は年初めの挨拶を述べるところですが、皆様ご承知のこととは存じますが、

昨年の12月・本年の1月と2件の大火災が発生しました。地域の皆様にはご心配・ご
迷惑をおかけしましたことを先ずお詫び申し上げます。
その際、義援金を募集いたしましたところ、各自治会をはじめ各種団体から見舞

金が沢山寄せられました。何よりも嬉しかったのは、足元の悪い中、年末・年始の
お忙しい時期にもかかわらず、公民館に足を運ばれた多くの個人の皆様が心温まる
お見舞いを寄せてくださったことでした。本当にありがとうございました。感謝申
し上げます。
義援金募集に際しては様々なご意見がありました。年の瀬・年の始め・寒い季節

であるほか、思いもしない類焼・延焼で多く被災者が何も持ち出すことが出来な
かったことなどが募集理由の一つでございます。
12月26日に一旦締め切り、上北島自治会に社会福祉協議会会長杉本氏と共に見舞

金としてお渡ししました。その後も「福田だより」を見てか、多くの義援金が集ま
りました。そこへ和田中町の大火が発生、杉本氏と協議の上、再度の義援金を募集
することは心苦しく、又賛同をえることは困難であると判断し、締め切り後に集
まった義援金に上乗せして、１月１４日に和田中町自治会に前述と同様に見舞金と
してお渡ししました。ご理解くださるようお願い申し上げます。
私たちは一人で生きているわけではありません、苦しいときにこそ心を寄せ合

い・助け合いして地域を守っていかなければなりません。この件で私は「福田地域
力」をしっかりと確認できることが出来ました。(何もない地域)だと感じていまし
たが、互いを思いやり・寄り添い・支えあう心が地域の底に大きなうねりとなって
存在していることを。このような温かい豊かな心がある限り、この地域は持続可能
な地域として生き残っていけると確信した次第です。高岡市当局も即、反応して
様々な対応を早く・適宜していただき感謝しております。
これからもその力を活かした、「安全・安心」な地域作りにまい進することを約

束しますと共に、さらなるご助力をお願い申し上げる次第でございます。

※

道上達等を祈願する神事が執り行われる。また、青竹を組み、しめ縄や松飾り等の正月飾りや旧

年のお札や書き初めなどを燃やす。平安時代、宮中で行われていた行事が、時代を経て全国に広

まり、「左義長、三毬杖、鷺鳥、どんど焼き」等の名称で伝承されている。伝統ある荒見崎・蔵

野町・辻・上北島・和田上町

【

下蔵野町営農組合の駐車場一角で例年の「左義長まつり」

が児童クラブの主管で行われ、子供達・父兄・住民が正月

飾りや古いお札、書き初めを火にくべて、今年一年の無病

息災や書の上達を願った。

ブ、児童の代表が玉串をささげた。油のしみ込んだ布を巻

いた長めの竹を使い、自治会長と児童３人が一斉に、竹で

高く組まれたやぐらに点火した。

の歓声が響いた。残り火で持ち寄りの餅を焼いて子供らに、

大人には御神酒が振るまわれた。

【寄稿；

いました。役員が手慣れた手つきでやぐらを組み上げ、その中に、書き初めやお札、正月飾り等

が

２

がりました

づくりをしようと住民みんなで誓いを新たにしました。（自治会長；武田弘一）

ジュニア応援事業でお祝い 本年１月開催の第75回全

日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ高等学校選手権大会に県代表として高岡第一

高校が出場した。福田地区から中野君(辻)が出場したので、

福田地区ジュニア応援事業交付要綱に基づきお祝いを渡し

た。

※ 義援金は77万円余集まりました。ご協力、ありがとうご

ざいました。
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福田だより

福田の４町内で左義長

【寄稿；荒見崎左義長】

1/14(土)午後5時30分から

42名が参加し、荒見崎宮川

神社東側跡地で高さ3.5

メートルのやぐらを組んで

左義長を行いました。

左義長では､正月飾りや

お札､書初めなど焚き上げ

ました。また、榊原禰宜か

らいただいたお餅を焚き上

げた火の中に入れ、そのお

餅を食べて無病息災で過ご

せるよう、今年の健康を願

いました｡(荒見崎公民館副

館長 笠島修一)

※ 左義長…正月14日前後に催す火祭りの行事。五穀豊穣、商売繁盛、無病息災、家内安全、書

道上達等を祈願する神事が執り行われる。また、青竹を組み、しめ縄や松飾り等の正月飾りや旧

年のお札や書き初めなどを燃やす。平安時代、宮中で行われていた行事が、時代を経て全国に広

まり、「左義長、三毬杖、鷺鳥、どんど焼き」等の名称で伝承されている。伝統ある荒見崎・蔵

野町・辻・上北島・和田上町(今年は中止)の左義長を、今後とも引き継いで欲しいものである。

【寄稿；蔵野町左義長まつり】令和５年1/8(日)、晴天の

下蔵野町営農組合の駐車場一角で例年の「左義長まつり」

が児童クラブの主管で行われ、子供達・父兄・住民が正月

飾りや古いお札、書き初めを火にくべて、今年一年の無病

息災や書の上達を願った。

神事では、榊原宮司が祝詞を奏上し、自治会・児童クラ

ブ、児童の代表が玉串をささげた。油のしみ込んだ布を巻

いた長めの竹を使い、自治会長と児童３人が一斉に、竹で

高く組まれたやぐらに点火した。

炎は勢いよく燃え上がり、竹のはぜる音や参加者(40人)

の歓声が響いた。残り火で持ち寄りの餅を焼いて子供らに、

大人には御神酒が振るまわれた。(自治会長 島田義光)

【寄稿；上北島左義長】1/15安全･安心な町づくりを目指して、上北島神明宮の境内で左義長を行

いました。役員が手慣れた手つきでやぐらを組み上げ、その中に、書き初めやお札、正月飾り等

が置かれていきました。石浦正雄前会長による祝詞奏上の後、大勢の参拝者が願い事を祈願して、

２名の児童の手で点火となりました。雪も雨も風もない絶好の天気に恵まれ、炎は高々と燃え上

がりました。予期せぬ大火に見舞われた昨年でしたが、神聖な炎を見つめながら、安全･安心な町

づくりをしようと住民みんなで誓いを新たにしました。（自治会長；武田弘一）

2



　

福田公民館

★
又は
目
★

おじいさん、おばあさんへ
秋も深まり朝夕はめっきり冷えこむようになりました。元気

にお過ごしでしょうか。今、私は委員会活動をがんばっていま
す。前の委員会よりも仕事が多く、いそがしくなりました。放
送ではきんちょうして言葉をまちがえることが多いので、委員
会ノートに言う言葉をメモしたり、放送の前に言まちがえない
ように気をつけています。

木枯らしのふく季節です。お体に気をつけて、これからも元
気にお過ごしください。（南条小ジュニア福祉活動員 O.I.）

ｼﾞｭﾆｱ福祉活動で

お年寄りを激励

11/23、子供たち

のお手紙とお土産

(クッキー)を福祉活

動員が一人暮らしや

80歳以上の高齢者の

方に届けた。

第
大会

行委員会

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ

事例発表

発表

人

展

【寄稿；辻左義長】1/15、辻少彦名神社恒例行事である左義長が行

われた。神社での神事の後、神前で灯した「神火」と、神社へ持ち

込まれた正月飾り・お札・書き初め等を左義長会場へ運び、竹や材

木を使って組み上げた高さ約8㍍のやぐらへ収めた。左義長の前で、

再度、「焚き上げの儀」のお祓い神事を行い、越礪神社総代が「無

病息災で明るく過ごしましょう」と挨拶し、地区代表者2名が点火。

勢いよく炎が上がった。

会場には、竹田孝一自治会長始め、氏子の皆さん約50人が駆け付

け、竹がはぜる大きな音や書初めが舞い上がるたびに歓声があがり、

手を合わせるなどして「無病息災、家内安全、五穀豊穣、学問上

達」等を祈った。(神社世話役；越礪直一)

ｼｬﾌﾙﾎﾞｰﾄﾞ交流会・交通安全講習会

12/14(水)午後から福田福寿会のｼｬﾌﾙ

ﾎﾞｰﾄﾞ交流会と交通安全講習会が行わ

れた。前半は、和気あいあいといった

雰囲気でｼｬﾌﾙﾎﾞｰﾄﾞを楽しんだ｡後半は、

高岡警察署交通課の方から、高齢ドラ

イバーの免許更新についてや雪道での

運転の注意点について講習を受け、皆

さん真剣に話しを聴いていた。

防災研修会 12/18(日)、自治振興会・社会

福祉協議会主催、各町内自治会長・防災担当

等20名余の参加で防災訓練(座学)が行われた。

高岡市危機管理課自主防災組織ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山

本睦夫氏の講演「災害に備えよう！～わがま

ちのリスクの理解、日頃の備え～」を聴いた。

【寄稿】石名瀬いきいき

サロン 2/18(日)、いき

いきｻﾛﾝでｸﾘｽﾏｽｹｰｷのﾃﾞｺ

ﾚｰｼｮﾝをしました。雪、

あられのちらつく中男女、

子どもさん合わせて、12

人の参加でした。いちご、

ｸﾘｰﾑをたっぷり、使った

ケーキは、どれもこれも

ﾎﾞﾘｭｰﾐｰで､それぞれ違っ

て美味しそう。持ち帰っ

て、家族で囲む様子が目

に浮かびます。楽しかっ

たの一言は、企画側への

何よりのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄでした。
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推奨；幼児年長～小学生(月１幼児親子教室も検討中)

キッズダンス教室 毎週木曜日 ５：３０～６：３０pm

※ 見学・体験できます。(1～2月はお休み 3月より再開)

福田公民館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑにｱｸｾｽを！ 公式ﾗｲﾝ・結ﾈｯﾄに登録を！
今年度、福田地区・福田公民館の「情報発信のｼｽﾃﾑ」が整備されました。

★ 福田公民館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ…「とやま公民館学遊ﾈｯﾄ」を検索→ (福田公民館or福田)を記入して検索
又は (高岡市or高岡)を記入して検索 → 高岡市公民館一覧から福田公民館を探す(2ﾍﾟｰｼﾞ目3番
目) ※ ＱＲｺｰﾄﾞをスキャンして開く方法(下記)
★ 結ネット(自治振のﾈｯﾄﾜｰｸ)…各種会議、諸団体毎に順次説明～登録

福田公民館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 公式ライン 公式ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ

第18回高岡市公民館フェスタ開催 2/4(土)、市公民館連絡協等の主催で研究

大会(第62回)、作品展、ステージ発表が開催された。未だコロナ禍が残る中で、実

行委員会と各公民館の協力により、大変盛り上がり大成功を納めた。研究大会では

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ公演のダンス(ｼｬｲﾆﾝｸﾞｷｯｽﾞ)、優良公民館表彰；下伏間江自治公民館等9館)、

事例発表(下関公民館・上麻生自治公民館)が行われた。又、多数の作品展示、ｽﾃｰｼﾞ

発表(12館)があり来館者を楽しませた。(体験教室・お茶席は中止)福田からも大

人・子供の書写、ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ、ひょうたん等の作品や福田紹介ﾌｧｲﾙ・ｼﾄﾗｽﾘﾎﾞﾝ等の出

展、剣詩舞道・オカリナｻｰｸﾙの皆さんが出演した。

福田公民館は、福田地区公民館連絡協議会、同 社会福祉協議会と連携・協力して、「シトラ
スリボンプロジェクト」に取り組んでいます。

このプロジェクトはコロナ禍の中で生じた感染者や医療従事者への中傷や差別・偏見を無く
したいと、愛媛県の有志が始めた取り組みです。中傷や差別・偏見を無くしたい気持ちを、リ

ボンを手作りし、身に着けることで表しています。愛媛特産の柑橘類(ｼﾄﾗｽ)にちなみ、ｼﾄﾗｽﾘﾎﾞ
ﾝと名づけました。３つの輪は「地域」「家庭」「職場(学校)」を表しています。この運動は多
くの人の共感を呼び、高岡市を含め全国に広がっています。

☆ 児童クラブやいきいきサロンでシトラスリボンを作りませんか！

※ 講師・材料 などは、福田公民館にご相談ください。

、辻少彦名神社恒例行事である左義長が行

われた。神社での神事の後、神前で灯した「神火」と、神社へ持ち

込まれた正月飾り・お札・書き初め等を左義長会場へ運び、竹や材

㍍のやぐらへ収めた。左義長の前で、

再度、「焚き上げの儀」のお祓い神事を行い、越礪神社総代が「無

名が点火。

人が駆け付

け、竹がはぜる大きな音や書初めが舞い上がるたびに歓声があがり、
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